
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【出品一覧】 

 ◆特別集書で購入した典籍 

   (1)  伊勢物語和歌注     写・1 冊       奈良大学図書館蔵 

 ◆本文の享受と作品の享受①・伊勢物語 

   (2) 伊勢物語        写・1 冊       奈良大学図書館蔵 

   (3) 伊勢物語山口記     刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

   (4) 女庭訓宝文庫      刊・1 冊       個人蔵 

   (5) 鄙物語業平草紙     刊・3 冊       奈良大学図書館蔵 

   (6) 小野小町業平草紙    刊・1 冊       個人蔵 

   (7) 新譯繪入伊勢物語    刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

 ◆本文の享受と作品の享受②・源氏物語 

   (8) 源語秘訣        写・1 軸       奈良大学図書館蔵 

   (9) 新撰増注光源氏之小鏡  写・5 冊       奈良大学図書館蔵 

   (10) 絵入源氏物語（帚木巻） 写・1 冊       個人蔵 

   (11) 源語梯         刊・3 冊       奈良大学図書館蔵 

   (12) 源氏絵物語       刊・1 冊       個人蔵 

 ◆古筆切の世界 

   (13) 源氏物語詞散      写・1 軸       奈良大学図書館蔵（科研） 

   (14) 伊勢物語愚見抄切    写・1 葉       個人蔵 

   (15) 細川切         写・1 葉       個人蔵 

   (16) 甘露寺親長筆花鳥余情切 写・1 葉       個人蔵 

   (17) 伝昌叱筆源氏物語古注切 写・1 葉       個人蔵 

 ◆様々な百人一首 

   (18) 百人一首抄       刊・3 冊       奈良大学図書館蔵 

   (19) 小倉山庄色紙和歌抄   刊・2 冊       奈良大学図書館蔵 

   (20) 源氏百人一首      刊・1 冊       個人蔵 

   (21) 源氏百人一首      刊・1 冊       奈良大学国文学科蔵 

   (22) 頭書読方狂歌百人一首  刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

   (23) 新撰狂歌百人一首    刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

   (24) 義烈百人一首      刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

   (25) 和漢英雄百人一首    刊・1 冊       奈良大学図書館蔵 

 ◆遊具化と二次創作 

   (26) 伊勢物語かるた     写          奈良大学図書館蔵 

   (27) 源氏物語かるた     写          奈良大学文化財学科蔵 

   (28) 偐紫田舎源氏      刊・76 冊       奈良大学図書館蔵 

   (29) 似世紫浪華源氏     刊・1 冊       奈良大学図書館蔵（科研） 

   (30) 末広源氏        刊・1 冊       奈良大学図書館蔵（科研） 

   (31) 源氏物語図屏風     六曲一双のうち右隻   奈良大学 

 



【解説】 

◆特別集書で購入した典籍 

（1）伊勢
い せ

物
もの

語
がたり

和歌
わ か

注
ちゅう

  

 写本。縦 27.0 ㎝、横 20.2 ㎝。栗色表紙の一冊。全 57 丁、一面 12 行。 

 本書は、『伊勢
い せ

物
もの

語
がたり

山口
やまぐち

記
き

』として知られる『伊勢物語』の注釈書である。作者は連歌師・宗
そ う

祇
ぎ

（1421

～1502）であり、成立は奥書から延徳初年（1489）頃とされる。 

 本書の書写者は不明。書写年代に関しては、『弘文荘
こうぶんそう

待
たい

賈
か

古
こ

書目
しょもく

』第 26 号（1956）では天文頃（1532

～1555）とするが、正確には不明と言わざるをえないものの、天文よりもさほど下らない時期の書写

と認められる。墨跡等を鑑みるに、室町後期の書写として問題ない。装丁は楮紙の袋綴であり、すべ

ての丁に裏打がなされている。わずかながら擦れや虫食いも存在するものの、当該資料の学術的価値

には影響を与えないものと思われる。 

 『伊勢物語』の注釈史において、宗祇が後世に与えた影響は大きいものの、宗祇自身が書き記した

注釈書はほとんどなく、多くは弟子や講釈を聴聞した人物達による聞書として残るのみである。この

ような状況の中で、『伊勢物語山口記』は宗祇自身の手によって編まれた唯一の注釈書である。門弟

を通すことなく宗祇の解釈を伝える点で、極めて貴重な資料と位置付けられる。また、宗祇には連歌

や『源氏物語』に関する注釈書も多数残っており、これらとの相対化により、宗祇の（更に幅広く言

うならば室町期の連歌師の）学問体系の一端を紐解くことも可能である。 

 一方で、現在までに確認されている『伊勢物語山口記』の伝本は、思いの外に少ない。写本として

は、鉄心斎文庫に二冊、宮内庁書陵部に一冊、東北大学附属図書館狩野文庫に一冊、お茶の水図書館

成簀堂文庫に一冊、平成 28 年度東京古典会古典籍展観大入札会にて出品された巻子装一軸、以上の計

６本しか見られず、この他に寛永八年版本が存在するのみである。奈良大学図書館蔵本は、数少ない

現存する写本として、しかも室町期の古写本としても貴重な存在である。 

 また、本書には「月明荘」の蔵印があり、これにより反町茂雄（1901～1991）・弘文荘の手を経た

ことが明らかである。弘文荘といえば、国宝・重要文化財級もしくはそれに準ずる古典籍を取り扱う

古書肆であり、その確かな目利きは高く評価されている。本書は『弘文荘待賈古書目』第 26 号にて掲

載されていたものと同一書と思われ、早くに大津有一氏によって紹介されたものの、現在まで所在不

明であった。なお、帙に付された書名は、森銑三（1895～1985）の真筆と認められる。この点も本書

の特筆すべき価値の一端を担うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆本文の享受と作品の享受①・伊勢物語 

（2）伊勢
い せ

物
もの

語
がたり

  江戸中期写 １冊 縦 23.3 ㎝×横 18.1 ㎝ 

『伊勢物語』の伝本は、現在まで写本・刊本ともに日本

各地に多数残されており、非常に流布したことが窺え

る。ここに展示した本は、江戸中期から後期にかけての

写本である。内容は、奥書に見られる誤字から、万治三

年（1660）に刊行された本（もしくはその後印本）を書

写したものと推測される。なお、万治三年刊本は絵入り

であるが、当該写本には絵は無く、本文のみを書き写し

たものとなっている。朱の書き入れが一部見られる。 
 

（3）伊勢
い せ

物
もの

語
がたり

山口
やまぐち

記
き

  寛文八年(1668)刊 １冊 縦 24.6 ㎝×横 17.0 ㎝ 

『伊勢物語山口記』の版本は、寛文八年に刊行され、

後に天明八年（1788）に再版された。ここに展示した本

は、寛文八年刊本である。虫損はあるものの、比較的

早い時期に刷られた状態の良い伝本と判断される。写

本の『伊勢物語山口記』とは異なる部分も見られ、現

存写本に共通して見られる欠脱部分を補う箇所もあ

る。版本の『伊勢物語山口記』は、もと三冊本であった

が、補訂の際に現状のように一冊に合綴されたものと

思われる。 
 

（4）女
おんな

庭訓
ていきん

宝
たから

文
ぶん

庫
こ

  天保十四年（1843）刊 １冊 縦 25.8 ㎝×横 18.2 ㎝ 

往来物とは現代の教科書にあたる書物である。ここでは

書名に「女」とあるように、女性が学ぶべき作法・礼法、

把握しておくべき知識をまとめた、女性用の教科書とい

うことになる。その冒頭に「業平あづまくだりの図」と

して、富士山とともに描かれる典型的な業平図が示され

ている。この種の往来物には、『源氏物語』の巻名や源

氏香、『百人一首』等が含まれることが多く、当時の女

性の基礎教養として扱われていたことが分かる。 
 

（5）鄙
ひな

物
もの

語
がたり

業平
なりひら

草
そう

紙
し

  嘉永四年～安政二年（1851～55）刊 ３冊 縦 18.7 ㎝×横 11.8 ㎝ 

立斎光彦作の合巻。画工は初編が歌川国貞（1786～1865）、二編以

降は歌川国貞二世（1823～80）。『偐
に せ

紫
むらさき

田舎
い な か

源氏
げ ん じ

』の人気にあやか

り、在原業平の一代記を描くという構想のもとに作られた作品。

「在原家系譜略」（初編）に描かれる土人形が、『偐紫田舎源氏』

五編の「偐紫田舎源氏系図」のそれを模したものとなっているな

ど、細部にまで影響関係が見られる。なお、本来は四編四冊だが、

奈良大学図書館蔵本は第四編を欠く。 
 



（6）小
お

野小
 ののこ 

町
まち

業平
なりひら

草
そう

紙
し

  明治十九年（1886）刊 １冊 縦 17.8 ㎝×横 12.3 ㎝ 

 

明治期に開花堂より出版された本であり、表紙の絵柄や三方の装飾

が目を引く。内容は、文化九年（1812）に刊行された読本、『信夫
し の ぶ

摺
ず り

在原
あ り わ ら

草
そ う

紙
し

』であり、『伊勢物語』と近松門左衛門の浄瑠璃『井
い

筒
づつ

業平
なりひら

河内
か わ ち

通
がよい

』とを取り混ぜ、敵討物として再構成したものとなっている。

内容には全く関係無いものの、題名には小野小町の名が含まれ、表

紙には六歌仙の姿が描かれている。業平のイメージが、どのような

ものであったかを端的に知ることの出来る資料と言えよう。 

 

 
 

（7）新譯
しんやく

繪
え

入
いり

伊勢
い せ

物
もの

語
がたり

  大正６年（1917）刊 １冊 縦 19.2 ㎝×横 12.8 ㎝ 

歌人で劇作家でもあった吉井勇（1886～1960）による

『伊勢物語』の現代語訳。気取ったところのない、き

わめて素直な訳となっている。全 125 段で構成される

定家本系統の本文を使用したものと思われるが、第八

段と第九段が一段にまとめられ、第 111 段が二段に分

けられている。竹久夢二による挿絵（一部手彩色）は、

『伊勢物語』の典雅な世界に、大正ロマンの面影を映

し出している。なお、訳者の吉井勇は西鶴の愛読者で

もあり、『好
こう

色
しょく

一代
いちだい

女
おんな

』などの現代語訳を手がけてい

る。 

 

 

◆本文の享受と作品の享受②・源氏物語 

（8）源
げん

語
ご

秘
ひ

訣
けつ

  寛文五年(1665)写 １軸 縦 16.9 ㎝×横 462.8 ㎝ 

『源語秘訣』とは、一条兼良（1402～1481）による『源氏物語』の注釈書である。 

兼良には『花
か

鳥
ちょう

余
よ

情
せい

』という注釈書が存在

し、本書は『花鳥余情』の秘説を集成した

ものである。 

『源語秘訣』の諸伝本は現在まで多く報告

されているが、巻子装のものはそれほど多

くはなく、本書の大きな特徴の一つであ

る。また、非常に豪華な装飾がなされてい

る点も注目に値し、秘伝書として伝授され

ていった様相を伺うことが出来る。なお、

奥書から、片山作兵衛なる人物への伝書で

あったことが判明している。 

 



（9）新撰
しんせん

増
ぞう

注
ちゅう

光
ひかる

源
げん

氏
じ

之
の

小
こ

鏡
かがみ

  江戸中期写 ５冊 縦 25.6 ㎝×横 19.8 ㎝ 

ここに取り上げた『新撰増注光源氏之小鏡』

は、『源氏物語』の梗概書（ダイジェスト版）

である、『源
げ ん

氏
じ

小
こ

鏡
かがみ

』の一本と認められる。

『源氏小鏡』は、現存諸本も多く、書名も多

様であり、内容も一様ではない。『源氏物語』

の梗概書の中でも、『源氏小鏡』は特に愛用

されたらしく、手軽に物語内容を把握する

ためには有用であったことが窺える。本書

の表紙に美麗な装飾が見られる点等から、おそらく嫁入りの際に作成されたものと推測される。 

 

（10）絵
え

入
いり

源
げん

氏
じ

（帚
ははき

木
 ぎの

巻
まき

）  慶安三年（1650）刊 １冊 縦 27.0 ㎝×横 18.1 ㎝ 

『絵入源氏』は、山本春正（1610～1682）によって刊行された

『源氏物語』の梗概書である。挿絵が加えられた最初の版本で

あり、この後に出版される各種の『源氏物語』版本や、作品享

受の基盤となった。本来は 60 冊揃いであるが、ここに展示した

ものは帚木巻のみの一冊である。多くの朱の書き入れが残され

ている点が注目され、当時の享受実態を具体的に浮かび上がら

せる資料と位置付けられる。 

 

 

（11）源
げん

語
ご

梯
てい

  文政六年（1823）刊 ３冊 縦 17.4 ㎝×横 11.6 ㎝ 

『源語梯』は、編者不明ながら、五井蘭州（1697～1762）の『源
げん

語
ご

詁
こ

』を

基盤に成立した『源氏物語』の注釈書である。『源氏物語』に使用される

語彙を、いろは順に配列し、簡略な解説を加えたものであり、辞書として

の性格を持つ。書名の「梯」とは「はしご」の意であり、作品の深意を語

彙から理解するとの意味が込められている。その名の通り、語彙を把握す

るためには非常に利便性が高い。複数回出版されたようで、天明四年

（1784）刊本・天明五年刊本・文政六年刊本の他に、無刊記本も見られる。 

 

(12) 源
げん

氏
じ

絵
え

物
もの

語
がたり

  弘化元年（1844）刊 １冊 縦 25.0 ㎝×横 18.4 ㎝ 

『源氏物語』の各巻ごとに、代表的な場面を描き出した

ものであり、絵の上部にはその巻で詠まれた和歌と源

氏香が付されている。絵は三世歌川豊国（初世歌川国

貞・1786～1865）の手によるが、構図は豊国が考え出し

たものではなく、それ以前に刊行された『十
じゅう

帖
じょう

源
げ ん

氏
じ

』等

に見られる挿絵を踏襲したものと認められる。江戸期

の浮世絵版画らしく、人物や景物が当世風に描かれて

いる。本来は 54 図で一揃いであったと考えられるが、

当該本は 33 図のみを折本に仕立てたものである。 



◆古筆切の世界 

（13）源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

詞
ことば

散
ちらし

  江戸中期写 １軸 縦 23.0 ㎝×横 963.4 ㎝ 

『源氏物語詞散』は、『源氏物語』各巻の本文を抜き書きしたものである。もとは色紙に書かれてい

た抜き書きを、巻順に列挙するように書写したものと考えられる。散らし書きで書かれていることか

ら、装飾用に仕立てられた色紙であったと捉えられる。冒頭に「後鳥羽院 定家 両作」と、後鳥羽

院（1180～1239）と藤原定家（1162～1241）が作者であると示されるが、色紙への抜き書きという時

代性を鑑みると、後世の偽りと考えるのが妥当であろう。学会未紹介資料であり、今後の詳細な研究

が期待される。 

 

 

（14）伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

愚
ぐ

見
けん

抄
しょう

切
ぎれ

  室町後期写 １葉 縦 22.5 ㎝×横 14.0 ㎝ 

『伊
い

勢
せ

物
も の

語
がたり

愚
ぐ

見
け ん

抄
しょう

』は、一条兼良の手による『伊勢物語』の注釈書である。

伝称筆者は付されていないが、室町中期から後期にかけての筆と見られ

る。本文は、初稿本系統に該当する。当該切の状態は良好とは言い難いも

のではあるが、初稿本の伝本は少なく、また当該切には細字注記もあるこ

とには注目される。『伊勢物語愚見抄』の注記増補の過程を伺い知る可能

性を持つ点で、ツレの確認等も含め、今後の研究の進展が待たれる。 

 

 

 

（15）細
ほそ

川
かわ

切
きれ

  室町中期写 １葉 縦 27.6 ㎝×横 18.9 ㎝ 

細川切は、『源氏物語』注釈書の『河
か

海
か い

抄
しょう

』の切であり、国宝『藻
も

塩
しお

草
ぐさ

』にも収められている名物切と言える。ツレも複数確認されて

おり、すべて桐壺巻の注釈であることから、『河海抄』巻一のみを

切断したものと考えられる。惜しむらくは虫損の激しさである。伝

称筆者は『河海抄』作者の四辻善成（1326～1402）とされることも

あるが、真跡とは認められず、室町中期から後期にかけての筆と見

られる。『河海抄』の本文系統は非常に複雑な様相を見せるが、展

示の切には細川切の本文系統を窺うことの出来る異同を持つ。 

 

 

 



 

 

(16) 甘
かん

露
ろ

寺
じ

親
ちか

長
なが

筆
ひつ

花
か

鳥
ちょう

余
よ

情
せい

切
ぎれ

  室町中期写 １葉 縦

19.6 ㎝×横 15.4 ㎝ 

当該切は、一条兼良の『源氏物語』注釈書である『花鳥余情』

の切である。伝称筆者は、室町中期の公家である甘露寺親

長（1425～1500）とされ、彼の自筆資料との比較から、親長

の真筆と認められる。注釈箇所は、帚木巻の雨夜の品定め

の一部分である。本文の系統は、再稿本系統もしくは献上

本系統のものと考えられ、別途、初稿本系統の本文と校合

した跡が見られる。 

 

 

 

(17) 伝
でん

昌
しょう

叱
しつ

筆
ひつ

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

古
こ

注
ちゅう

切
ぎれ

  室町末期写  

 １葉 縦 25.1 ㎝×横 19.2 ㎝ 

当該の古筆切は、三条西実枝による『源氏物語』注釈書、『山
やま

下
した

水
みず

』

の断簡と目される。伝称筆者は連歌師の里村昌叱（1539～1603）とさ

れるが、真筆とは認められない。『山下水』は、三条西家の源氏学の

集大成と位置付けられる書でありながら、現在では散逸しており、一

部の巻しか残存していない。当該切は蓬生巻の冒頭近くの注記を示

し、この部分は他の伝本では現存していないため、学術的にも注目さ

れる。ツレの発見が待ち望まれる。 

 

 

◆様々な百人一首 

（18）百人一首抄  江戸前期刊 ３冊 縦 26.8 ㎝×横 19.0 ㎝ 

細川幽斎（1534～1610）による『百人一首』の注釈書。「幽
ゆ う

斎
さ い

抄
しょう

」「玄
げ ん

旨
し

抄
しょう

」「三
さ ん

巻
か ん

抄
しょう

」とも呼ばれる。

内容は序説・作者伝記（付系図）・本文注記から成る。三条西実枝（1511～1579）より古今伝授を受け

た幽斎による、三条西家注釈の集大成

として位置付けられる。また、本書は

寛永八年（1631）に京都の杉田良庵玄

与から出版されて以降、『百人一首』注

釈の中心的存在となり、講釈のテキス

トとして広く使用された。奈良大学図

書館蔵本は無刊記ながら、表紙に金砂

子をまき、見返しには金箔を用いるな

ど、豪華な装飾となっている。 

 



（19）小
お

倉
ぐら

山
さん

庄
そう

色
しき

紙
し

和
わ

歌
か

抄
しょう

  江戸前期刊 ２冊 縦 26.3 ㎝×横 18.9 ㎝ 

『百人一首』の注釈書。作者伝記・本文注記から成

る。承応元年（1652）に刊行された『七
しち

部
ぶ

抄
しょう

』（別名

『和
わ

歌
か

七
し ち

部
ぶ

之
の

抄
しょう

』『和
わ

歌
か

七
し ち

部
ぶ

抄
しょう

』）の一つに、同一書

名の注釈書の存在が確認できるものの、構成や施注

態度などが異なるため、別系統の注釈書と見るべき

であろう。なお、奈良大学図書館蔵本は紅梅文庫旧

蔵本である。紅梅文庫は小野小町研究者である前田

善子氏のコレクションとして知られる。 

（20）源
げん

氏
じ

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  江戸後期刊 １冊 縦 18.1 ㎝×横 11.9 ㎝ 

『百人一首』を中心に構成される女子用往来（女性向けの教科書）

の一種。半丁（１頁）ごとに二首の和歌を大書し、歌人の肖像画と

ともに紹介する。頭書には、源氏物語の各帖から抄出した和歌を、

挿絵や源氏香の図とあわせて掲載し、七夕に関する和歌も記す。ま

た、最後の七丁分には、「女日用の文」と題した文例集と、「女今川」

（女性向けの教訓書）の本文が収録されている。 

 

（21）源
げん

氏
じ

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  江戸後期刊 １冊 縦 23.7 ㎝×横 16.2 ㎝ 

『百人一首』を中心に構成される女子用往来（女性向けの教科書）の

一種。半丁（１頁）ごとに一首の和歌を大書し、歌人の肖像画ととも

に紹介する。頭書に記される内容は、『源氏物語』の和歌をのぞけば、

（20）と大きく異なっており、諸道具類の解説・化粧の仕方・男女の

相性・潮の干満など、女性が日常生活において必要な知識が多数収録

されている。 

（22）頭
とう

書
しょ

読
よみ

方
かた

狂
きょう

歌
か

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  寛政十二年（1800）刊 １冊 縦 25.8 ㎝×横 18.0 ㎝ 

明和八年（1771）に刊行された度量編・下河辺拾水画の狂歌集

『興
きょう

歌
か

百
ひゃく

人
に ん

一
い っ

首
し ゅ

嵯
さ

峨
 がの

辺
ほとり

』の改題本で、見返し（表紙裏）と序文

をのぞけば、すべて同一の板木を使用して摺られている。『百人

一首』になぞらえ、百首の狂歌を半丁（１頁）ごとに二首の狂

歌を大書し、それぞれに関連する天皇・公家・武将・僧侶・歌

人・連歌師・俳諧師・狂歌師などの肖像を描く。頭書には編者

の狂歌論、四季や類題別の狂歌を記す。なお、序文の後には「興

歌三夕」と題する鈍永・志染・度量の狂歌を挿絵入りで載せる。 

 

（23）新
しん

撰
せん

狂
きょう

歌
か

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  文化六年（1809）刊 １冊 縦 26.4 ㎝×横 17.9 ㎝ 

天明狂歌壇を代表する狂歌師・石川雅望（1754～1830）編の狂歌集。画工は北尾

重政（1739～1820）。百人一首になぞらえ、百首の狂歌を半丁（１頁）ごとに大

書し、狂歌師の肖像画を描く。頭書には「戯咲歌古調」と題して、現在の狂歌に

通ずる和歌を載せる。冒頭の「狂歌のおこり」で、「今の世には狂哥をさして俳

諧歌とおぼえたる人あり」と述べ、「俳諧歌」（和歌の一体）として上品に詠むべ

きだという鹿都部真顔（1753～1829）の主張に強く反発し、狂歌界を二分することとなる。 



（24）義
ぎ

烈
れつ

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  嘉永三年（1850）刊 １冊 縦 18.2 ㎝×横 12.1 ㎝ 

緑亭川柳（1787～1858）編。画工は葛飾北斎・歌川国芳・芳

虎・貞秀・豊国で、それぞれが十～十五丁分の挿絵を担当し

ている。『英
え い

雄
ゆ う

百
ひゃく

人
に ん

一
い っ

首
し ゅ

』（弘化二年［1845］刊）などの好評

を受けて刊行された異種百人一首の一つで、百人の英雄・列

女の和歌を半丁（１頁）ごとに大書し、その肖像画を描く。

頭書には、それぞれの小伝が詳述されており、一種の娯楽読

み物として享受されたと思われる。また、色摺りの口絵には、

四つの逸話を例に、戦時における和歌の徳が述べられている。 

 

（25）和
わ

漢
かん

英
えい

雄
ゆう

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

  江戸後期刊 １冊 縦 17.7 ㎝×横 12.0 ㎝ 

笠亭仙果（1804～1868）編。画工は歌川貞秀（1807～1879？）。

『英雄百人一首』『烈
れ つ

女
じ ょ

百
ひゃく

人
に ん

一
い っ

首
し ゅ

』『義烈百人一首』などの

異種百人一首の一つで、和漢の英雄・列女に関する和歌を

半丁（１頁）ごとに大書し、その肖像画を描く。頭書には、

他の異種百人一首と同様に、それぞれの小伝が詳述されて

いる。また、色摺りの口絵には、虎を組み伏せる清盛や大

蛇を立ち向かう劉邦などがダイナミックに描かれる。 

 

◆遊戯化と二次創作 

（26）伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

かるた  江戸中期写 読札 208 枚・取札 208 枚 縦 7.5 ㎝×横 4.8 ㎝ 

定家本系『伊勢物語』に所収されている 208 首の和歌を、

かるたとして仕立てたものである。読札には上の句が、取

札には下の句が書かれている。和歌は散らし書きにて書写

されており、札の裏面は銀仕立てとなっている。嫁入りの

際の調度品として用意された嫁入本であったと思われ、美

術品としての価値も認められる。実際に遊具として遊ばれ

た可能性もあるが、現存状況から見るにほとんど使用され

た形跡はない。 

 

（27）源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

かるた  江戸中期写 読札 53 枚・取札 54 枚 縦 7.7 ㎝×横 5.4 ㎝ 

『源氏物語』54 帖の各帖から和歌一首を取り出し、上の句と下の句に分け、かるたとしている。ただ

し、藤裏葉巻と若菜下巻に関しては、『後
ご

撰
せ ん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』と『新
し ん

勅
ちょく

撰
せ ん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の和歌が示されている。 

本文は、おおよそ青表紙本系統に一致する。読札には、

その巻名にちなんだ景物が簡略に描かれている。各巻の

内容を押さえた絵ではなく、巻名に即して描かれている

点からは、巻名によって『源氏物語』を把握しようとす

る意識が読み取れる。常夏巻の読札を欠くものの、状態

は良く、調度品として扱われていたものと推測される。 



（28）偐
にせ

紫
むらさき

田舎
い な か

源
げん

氏
じ

  文政十二年～天保十三年（1829～42）刊 76 冊 縦 17.9 ㎝×横 12.0 ㎝ 

柳亭種彦（1783～1842）作。画工は歌川国貞。『源氏物語』

を歌舞伎の「東山」（足利義政の時代）の世界に移して翻案

した、全三十八編の長編合巻。光源氏のモデルである足利光

氏が、山名宗全による陰謀を阻止し、一味を誅滅するまでを

描く。将軍家の大奥を描いているとの批判から絶版処分とな

り、作者の死去もあって未完に終わった。なお、種彦は本作

を執筆するに際し、北村季吟の源氏注釈書『湖
こ

月
げ つ

抄
しょう

』を使用

したことが知られる。奈良大学図書館蔵本には、再板時の袋

（本を包む帯状の紙）が残っており貴重である。 

 

 

（29）似
に

世
せ

紫
むらさき

浪華
な に わ

源
げん

氏
じ

 江戸後期刊 １帖 縦 16.9 ㎝×横 8.3 ㎝ 

柳亭種彦（佐禰比古）作。画工は歌川国貞。『偐紫田舎源氏』の主人公

光氏（光源氏）と藤の方（藤壷）・空衣（空蝉）・紫（紫の上）の肉体

関係を赤裸々に描いた艶本。序文に続く冒頭の七丁分は、色摺りの春

画となっている。本作は前編・後編の二編で構成されているが、当該

本は前編のみである。 

 

 

 

（30）末
すえ

広
ひろ

源
げん

氏
じ

  安政四年（1857）刊か 

 １帖 縦 19.0 ㎝×横 6.5 ㎝ 

淫水亭開好作。画工は歌川国盛。書名が「末広源氏」となって

いるのは、序文に続く四丁分の春画（色摺り）に、『偐紫田舎

源氏』の主人公光氏（光源氏）と女性たちの交接が描かれてい

るためである。なお、春画に続く本文には、惣太郎という青年

とお竹という娘の交接が描かれるのみで、『偐紫田舎源氏』と

の関連は見られない。 

 

 

（31）源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

  江戸期 六曲一双のうち右隻 縦 109.3 ㎝×横 274.9 ㎝ 

各隻に六場面ずつ、十二場面を描いた図屏風である。右隻には桐

壺・帚木・若紫・紅葉賀・葵・初音、左隻には絵合・野分・澪標・

常夏・若菜上・若菜下の各巻が描かれている。いずれの場面も代表

的な箇所であるものの、やや定型から外れる表現も見られる。詳

細については、塩出貴美子氏の「奈良大学所蔵『源氏物語図屏風』

考―図様の継承・借用・変容をめぐって―」（『総合研究所所報』

第 20 号、2012・3）において報告されているため、参照されたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図書館企画展 

 

 

 

古典と向き合う 

―伊勢物語・源氏物語・百人一首の享受世界― 

 

平成 29 年 7 月 7 日（金）～平成 29 年 9 月 21 日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒631-8502 

奈良市山陵町 1500 

奈 良 大 学 図 書 館 


